












〔はじめに〕 

新生児腹膜炎の代表的疾患である胃破裂の治療成績は,漸次改善しつつはあるが,いまだ,

新生児死亡の中で占める割合は高く,十分なものとはいえない。 

その最大の要因は重篤な腹膜炎にあると考えられるが,腹膜炎に及ぼす因子も幾つか上げ

られている。 

今回は,その因子として破裂前の授乳の影響と,術前合併病変の有無との関連につき臨床例

より検討した。 

更に,その臨床的経験に基づき,術前授乳の腹膜炎に及ぼす影響と,術前治療の関係につき

実験的に検討した。 

また,最近経験した,術前無尿にも拘らず術前処置により状態を改善した後,手術し救命し

得た 2症例につき概略を紹介する。 


